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    未利用バイオマスを牛・豚の餌に！ 

納豆分離装置の開発 

技術分野分類  １６０２：持続可能システム                     

技術キーワード  バイオマス利活用                   
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概  要 

 

未利用納豆を牛や豚の飼料として利用するため、納豆を容器から効率良く分

離する方法を考案した。その技術を用いた納豆分離装置を、企業と共に開発

した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

少量の水の添加と振動で、粘性のある納豆を容器から効率よく分離できる。

その技術を基に開発した納豆分離装置は、納豆をパックごと載せると、自動

で、開封、フィルム・調味料の除去、納豆と容器の分離・回収ができる。 

納豆を容器から自動で分離・回収する装置は他にない。 

本技術の 

有用性 

・未利用納豆を自動で効率的に回収できる。 

・回収した納豆には容器の破片などの異物混入がない。 

・納豆菌が生存したまま回収でき、餌として有効利用ができる。 

 （未利用バイオマス資源の有効利用の促進に寄与） 

・回収容器もリサイクルが可能（容器リサイクルの促進） 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
牛・豚用の飼料、容器素材（スチロール）の再利用 

技術 

シーズ 
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■知 的 財 産 特許第 6210876 号「納豆分離方法および納豆回収装置」 

■試作品状況  無    提示可    提供可  
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納豆と容器の分離
水添加条件、
振動、搬送条件
の考案・最適化

納豆は
飼料に利用

容器は
リサイクル

牛の乾燥飼料

豚の湿潤飼料

プロバイオティクス
飼料として差別化

蓋・フィル
ム・調味料・
からし除去

開発装置
（共同開発）

未利用納豆

未利用納豆
の回収及び
利用 


